
http://www.city.ebino.lg.jp/
広報えびのはホームページでもご覧になれます。〈表紙写真〉真幸棚田で行われた田植え交流会。

E b i n o 　C i t y 　P u b l i c 　R e l a t i o n s 　2 0 0 8 . 0 7

7
広報えびの７月号

2008.July
No.501

平成 20年７月 22日発行

［特集１］自治会の役割を考える P2～ P9

地域のつながり

広
報え のび

脱！メタボ
［特集２］特定健康診査等実施計画の概要の公表と健康診査の受診について P10～ P11



広報えびの　23　ebino　city　public　relations.　2008.07 広報えびの　2

地域のつながり
［特集１］自治会の役割を考える

え
び
の
市
で
は
、
行
政
事
務
連
絡
を

行
う
た
め
「
区
・
分
区
」
を
置
い

て
い
ま
す
。「
区
」
に
は
区
を
代
表
す
る

区
長
が
、「
分
区
」に
は
分
区
長
が
お
ら
れ
、

広
報
え
び
の
の
配
布
や
市
役
所
だ
よ
り
な

ど
の
お
知
ら
せ
文
書
の
回
覧
な
ど
、
市
の

行
政
事
務
連
絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
え
び
の
市
内
に
は
、
65
の
区
、

４
３
３
の
分
区
が
あ
り
ま
す
。
各
区
・
分

区
で
は
、
市
の
行
政
事
務
連
絡
を
行
う
と

と
も
に
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
地
域
を
、

温
か
い
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
で
、
よ
り
快

適
で
住
み
よ
い
環
境
に
す
る
た
め
に
、
自

治
会
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
、
こ
の
「
区
・
分
区
」

に
加
入
し
な
い
「
未
加
入
者
」
が
年
々
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
10
年
前
の
平
成
10
年

は
、
92
・
８
％
だ
っ
た
加
入
率
は
、
今
年

の
４
月
１
日
現
在
で
は
、
85
・
１
％
に
ま

で
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

区
・
分
区
に
入
ら
な
い
理
由
と
し
て
、

「
わ
ず
ら
わ
し
い
」、「
面
倒
く
さ
い
」、「
家

族
や
親
友
が
い
れ
ば
よ
い
」、「
テ
レ
ビ
や

新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
集
め

ら
れ
る
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
し
て
い
て
も
脱
退
す
る
方

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
脱
退
す
る
理
由

と
し
て
、「
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
」、「
行
事
に
参
加
で
き
な
い
」、「
高
齢

だ
か
ら
」
と
い
っ
た
理
由
が
主
で
す
。

　

で
は
、
未
加
入
者
が
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
は
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
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皆さんは隣近所の方をご存知ですか。
ここ数年、近所や地域のつながりが薄れてきていると言われています。
これは、都会だけの問題ではなく、ここえびの市でも大きな問題となってきています。
一方では、災害時などで、地域のつながり、自治会の役割が重要視されています。
これからの自治会はどうあるべきなのでしょうか。

中内竪公民館に集い世間話で会
話が弾む区民の皆さん。ちょっ
と前までは、どこでも見かける
ことができたこのような風景。
最近はどうでしょうか―。

毎月行われる区長会。区長会では、市からの行政事務
連絡のほか、地域を、えびのを少しでもよくしたいと
熱い議論が繰り広げられます。



広報えびの　45　ebino　city　public　relations.　2008.07

どう考える？
これからの自治会。
さまざまな問題を抱える中、これからの自治会、地域
のつながりはどのようにしていけばよいのでしょうか。
区民の皆さんと区長会の皆さんにお話を伺いました。

　地域のつながりの希薄さと
いう実態は、都会だけの問題
と思っていましたが、身近で
感じるようになり、とても寂
しい思いをしています。
　未加入者の方が心を開くの
を待つのではなく、まずは私
たちが心を開き、声をかける
なりして、長い付き合いの中
で、地道に区・分区加入をお
願いしていく方法がよいので
はないでしょうか。
　行政が悪い、他人が悪いで
はなくて、自分たちの地域は
自分たちで守るという自助的
な意識を持たなければならな
いと思います。そのためにも、
地域のつながりはとても大切
なことだと思います。

上上江区

馬場冨芳・律子夫妻

Tomiyoshi・Rituko　Baba

　分区長を約５年間務めてい
ます。私はこの麓区に住んで
11 年になります。私が区に加
入した時は、とても温かく迎
えていただいたので、出身は
違いますが、この区・分区に
すごく愛着を持っています。
ですから、私も転入されてき
た方を、温かい気持ちで迎え
たいと、いつも思っています。
　ある地区では、区・分区に
加入していない人でも、育成
会には入ってる方がいるそう
ですが、私は、区に入らない
と育成会にも入れないという
状況を作らないといけないの
ではないかと思います。そう
でないと、さらに未加入者が
増えるのではないでしょうか。

（飯野）麓区

大野　修さん

Osamu　Oono

転
入
さ
れ
た
方
を

温
か
い
気
持
ち
で

迎
え
た
い

　私たちは、57 年ぶりにえび
のに帰ってきました。57 年前
と比べ、知っている人も少な
くなりました。しかし、区・
分区に加入することで、地域
の皆さんから、また、市から
の文書で色んな情報を得るこ
とができました。その情報を
もとに、えびの市のあらゆる
行事に参加し、57 年の空白を
埋めています。自治会に加入
することは、道の草刈りや溝
掃除など、大変な仕事もあり
ます。しかし、ともに汗を流
してこそ、万が一の際に、地
域のつながりが役立つのでは
ないでしょうか。一人ではで
きないことも、地域のつなが
りがあればできるものです。

（加久藤）麓区

中原重信・峯子夫妻

Shigenobu・Mineko　Nakahara

地
域
は
共
同
体
。

地
域
の
つ
な
が
り
が

大
き
な
力
に

　昔と比べて、地域のつなが
り、人とのつながりは薄くなっ
てきていると思います。これ
は、都会だけの話ではなく、
このえびのでも同じことが言
えると思います。昔は、農作
業となると、隣近所で助け合
い、また、葬式も分区で協力
してやっていたものです。
　参加者が少ないからといっ
て、さまざまな行事をやめて
しまうと、人とのつながりが
ますます薄くなり、地域が衰
退していくのではないでしょ
うか。地区の行事などに参加
することによって、人とのつ
ながりが生まれ、また、家庭
での話題もさらに増えていく
のだと思います。

中内竪区

立岡　良雄さん

Yoshio　Tateoka

行
事
へ
の
参
加
が

地
域
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
第
一
歩

自
助
的
な
意
識
を

持
つ
た
め
に
も

地
域
の
つ
な
が
り
を

i n t e r v i e w

i n t e r v i e w
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　五日市区にも、区に入らな
い方がいます。自治会として、
魅力あるものにするために、
五日市区では、地蔵まつりや、
敬老会の日の区民スポーツ大
会などを実施しています。地
蔵祭りには区民約 100 人が参
加し、子どもたちが作った灯
ろうの品評会、婦人部、高齢
者の方の踊りなど、世代間交
流を兼ねたとても楽しい行事
となっています。
　これからの自治会は、恒例
の行事を行うだけではなく、
若い人たちにもアイディアを
もらい、新しい行事を企画・
実施するなどして、ますます
魅力あるものにしていく必要
があると思います。

えびの市区長会（五日市区長）

蕨内　力郎さん

Rikirou　Warabiuchi

　未加入者が少しでも増える
と、どんどん増えていくと思
います。もし災害が発生した
時、区民の皆さんは把握する
ことができますが、未加入の
方を把握するのは難しい部分
があります。区費の問題など、
区に入らない理由がそれぞれ
あると思いますが、それぞれ
の区や区民の皆さんとの話し
合いで解決できるものも多く
あると思います。
　高齢化とともに、寝たきり
や一人暮らしの高齢者が増え
ていく中で、みんな一緒に区
に加入して、地域のために活
動していくこと、助け合って
いくことが、地域の本当の良
さではないでしょうか。

えびの市区長会（東川北区長）

井上　義人さん

Yoshito　Inoue

区
と
の
話
し
合
い
で

解
決
で
き
る
も
の
が

多
く
あ
る
の
で
は

　区の加入のお願いに行き、
加入される方は、すぐに加入
していただけます。しかし、
その場で返答を保留にされる
方などは、なかなか加入して
いただけません。また、だれ
が転入してだれが転出したの
かを把握できない場合があり
ます。区長がその区の異動を
常に把握できる状態を作るべ
きだと思います。個人情報保
護法などで厳しい部分もある
と思いますが、えびの市独自
でできないものでしょうか。
　皆さんに区に加入していた
だきたいのは、区費をもらう
ためではなく、この地域を、
皆さんと一緒になってより良
い環境にしていきたいのです。

えびの市区長会（南岡松区長）

久木野　一治さん

Kazuharu　Kukino

そ
の
区
の
異
動
を

把
握
で
き
る
状
態
を

作
る
べ
き
で
は

　地域のつながりというのは、
先人からの知恵ではないで
しょうか。区に加入していて
もしていなくても、行政サー
ビスは受けられます。しかし、
区に加入されている方が不公
平を感じているのは事実です。
　各区長の皆さんは、住みや
すい地域を作っていくために、
区民の皆さんと情熱を持って
がんばっています。また、災
害時など、これらのつながり
が心強いものとなります。災
害が起こってから、この地域
のつながりの重要性を分かっ
ても遅いと思います。やはり、
日ごろから近所とのつながり、
地域とのつながりを大切にし
ておくことが重要です。

えびの市区長会会長（出水区長）

新出水　寛人さん

Hiroto　Shindemizu

区
は
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

新
し
い
行
事
を
企
画
し

さ
ら
に
魅
力
あ
る

自
治
会
に

今
回
お
話
を
伺
っ
た
８
人
の
方
は
、

皆
さ
ん
区
・
分
区
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
々
で
す
。
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
違

う
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
活

動
に
が
ん
ば
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
い
、
少
な
い
は
あ
る
も
の

の
、
ど
こ
の
区
で
も
こ
の
「
未
加
入
者
の

問
題
」
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

確
か
に
、
区
・
分
区
に
加
入
し
な
く
て

も
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
普
段
は
何
の
影
響
も
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
災
害
時
な
ど
い
ざ
と

い
う
時
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や
安
全
を

考
え
た
時
、
一
番
頼
り
に
な
る
の
は
、
近

く
に
い
る
お
隣
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
57
年
ぶ
り
に
え
び
の
に
帰
っ
て
き
た
」

と
話
す
中
原
重
信
さ
ん
・
峯
子
さ
ん
ご
夫

妻
は
、「
昔
は
、
地
域
の
子
ど
も
が
悪
さ

を
し
た
ら
、
自
分
の
子
で
な
く
て
も
、
我

が
子
の
よ
う
に
し
か
っ
た
も
の
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て
て
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
風
潮
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

未
加
入
者
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
自
治
会
を
支
え
る
人
々
が
減

る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
、
地
域
の
衰
退

に
つ
な
が
る
と
い
え
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
地
域
福
祉
推
進
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
齢
者

の
見
守
り
や
防
犯
、
自
主
防
災
や
健
康
づ

く
り
な
ど
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ

る
福
祉
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。こ
の
地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
に
は
、

近
所
同
士
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域

で
の
連
携
や
協
力
の
必
要
性
が
再
認
識
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
は
、
自
治
会
に
加
入
し
て
も
ら
え
る

方
法
は
何
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
治
会
に

は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
、

こ
れ
ら
の
魅
力
を
未
加
入
の
方
に
伝
え
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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中
内
竪
地
区
は
、
市
の
西
部
に
位
置

し
、
53
世
帯
が
区
に
加
入
し
て
い

ま
す
。
同
区
で
は
、
毎
月
行
う
公
民
館
清

掃
や
、
市
の
職
員
を
講
師
に
招
い
て
の
健

康
教
室
、
交
通
教
室
、
ソ
バ
打
ち
と
し
め

縄
作
り
、
ち
ら
し
寿
司
作
り
な
ど
、
年
間

を
通
じ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
内
竪
区
で
行
わ
れ
る
行
事
に
は
、
多

く
の
区
民
が
参
加
し
、
毎
回
、
参
加
率
が

良
い
そ
う
で
す
。
な
ぜ
、
参
加
率
が
良
い

の
か
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
話
を
う
か
が
っ

た
と
こ
ろ
、「
参
加
し
な
い
と
話
題
に
遅

れ
て
し
ま
う
」、「
み
ん
な
と
わ
い
わ
い
や

る
の
が
楽
し
い
」、「
近
所
を
誘
っ
て
み
ん

な
で
参
加
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
確
か
に
、
公
民
館

に
集
ま
る
皆
さ
ん
の
表
情
を
見
て
い
る

と
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
生
き
生
き
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
つ
な

が
り
は
、
万
が
一
災
害
が
発
生
し
た
時
に

も
心
強
い
味
方
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
内
竪
自
治
公
民
館
長
の
福
元
幸
子
さ

ん
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
や
っ
て
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
参
加
率
は
と
て
も
良

い
で
す
。
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
自
治
会
の
魅
力
は
団
結
力

で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

最
近
、「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、同
区
で
は
、

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」、
つ
ま
り
、
近
所
同

士
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

栗
下
地
区
は
、
え
び
の
市
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
り
、
約
１
７
０
世
帯
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
地
区
は
、
有
名
な

「
金
松
法
然
さ
あ
」
の
あ
る
地
域
で
す
。

　

同
区
の
地
域
活
動
の
一
つ
で
も
あ
る

「
金
松
法
然
さ
あ
」
に
か
か
わ
る
活
動
は
、

区
と
区
内
の
６
団
体
あ
る
組
織
が
お
互
い

に
連
携
を
と
り
な
が
ら
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
３
６
５
日
、
１
日
も

休
む
こ
と
の
な
い
当
番
は
、
区
民
が
交
代

で
参
拝
者
に
お
守
り
や
線
香
、ろ
う
そ
く
、

お
み
く
じ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、夏
祭
り
や
区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

支
え
合
い
事
業
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
行
事
も
参
加
者
が

多
く
、
参
加
し
た
区
民
の
皆
さ
ん
は
と
て

も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
行
事
に
参
加
し
、
地
域
の
仲
間
と

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
、
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

同
区
長
の
上
谷
川
利
幸
さ
ん
は
「
地
域

活
動
の
最
大
の
魅
力
は
、
お
互
い
の
顔
が

よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。人
が
集
ま
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

お
互
い
が
顔
を
合
わ
せ
、
世
間
話
な
ど
で

会
話
が
弾
み
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
地
域

の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
ま
す
。

　

栗
下
区
に
も
未
加
入
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
区
長
を
中
心
に
、
な
ん
と

か
区
・
分
区
に
加
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

未
加
入
者
の
方
の
と
こ
ろ
へ
何
度
も
足
を

運
び
、
説
得
を
続
け
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
魅
力

と
は
何
か
―
。

レ
ポ
ー
ト
◉
自
治
会
（
区
）
の
活
動
を
紹
介

［中内竪区］
N a k a u c h i t a t e

0102
K u r i s h i t a

［栗下区］

中内竪区で毎年行われ
るソバ打ちとしめ縄作
り。左の写真は、でき
上がったソバ。区民が
協力して作ったそのソ
バは格別です。

　未加入者が増えるということ
は、今後、自治会活動や自治公
民館活動を行っていく上で、大
変な問題になってくると思いま
す。各区では、ボランティアで
子どもたちの見守り活動を行っ
ていますが、それもできなくな
るのではないでしょうか。一番
怖いのが、災害が起こった時で
す。もしもの時、未加入者との
連携が取りにくくなるのでは
と、とても不安になります。
　地域力の地盤は自治公民館活
動にあると思います。自治会に
加入されていない皆さん、ぜひ、
自治会に加入し、地域活動を盛
り上げていきましょう。

えびの市自治公民館連絡協議会会長

山下　力男さん

R
i
k
i
o

　
Y
a
m
a
s
h
i
t
a

市の職員を講師に招いて
行われた健康教室（チャ
レンジデー 2008）。

栗下区の青壮年によって
継承され続けている栗下
輪太鼓踊り。

365 日、１日たりとも休
むことなく、栗下区民
の皆さんによって金松
法然さあの当番が行わ
れています。左の像は
境内にある法然坊之像。

インタビュー
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　現在、宮崎県自治会連合会には、８市８
町１村が加入しています。県内全体を見て
みると、自治会加入率は年々下がってきて
います。宮崎市も同様で、加入率を上げる
ために、先日、未加入者対策協議会を行政
と一緒に立ち上げました。これから未加入
者対策を行政と一緒になって進めていきま
す。また、アパート等の事業主と協力して、
アパートの入居者に自治会加入を進めてい

「自治会」は地域づくりに欠かせない大切な組織です。

る自治体もあります。
　自治会は、住みよい地域づくり、まちづ
くりを行う上で欠かせない組織です。子ど
も会や敬老会、朝夕の子どもの見守り活動
など、幅広い活動を行っています。行政や
他団体との連携をとって、一緒になって地
域づくり、まちづくりを進めていかなけれ
ばなりません。また、私たちも地域づくり
に何ができるかを考える必要があります。

インタビュー
前
宮
崎
県
自
治
会
連
合
会
会
長

川
崎
好
さ
ん

前
ペ
ー
ジ
で
中
内
竪
区
、
栗
下
区
の

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ほ
か

に
も
市
内
に
65
あ
る
各
区
で
は
次
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
え
び
の
の
配
布
や
「
市
役
所
だ
よ

り
」
な
ど
の
お
知
ら
せ
文
書
の
回
覧
を
行

い
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
必
要
な
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

区
の
大
き
な
役
割
と
し
て
、
地
震
・
水

害
・
火
災
等
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の

自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
た
り
、
災
害
等

に
見
舞
わ
れ
た
と
き
に
お
互
い
を
助
け

合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
維
持
管

理
を
行
う
と
も
に
、道
路
や
側
溝
の
清
掃
、

不
法
投
棄
の
防
止
対
策
な
ど
、
環
境
・
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
道
を
安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
に
、
防

犯
灯
の
設
置
・
管
理
は
区
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
住
む

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
育
成
会
・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な

ど
、
地
域
の
諸
団
体
の
育
成
・
協
力
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
申
請
や
、
通
学

路
・
生
活
道
路
の
交
通
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
治
会
（
区
）
は
、
地

域
を
よ
り
快
適
で
住
み
や
す
い
環
境
に
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
地
域
の
つ

な
が
り
」
が
、
大
き
な
力
と
し
て
あ
な
た

を
助
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

市
は
、第
四
次
総
合
長
期
計
画
の
中
で
、

え
び
の
市
の
目
指
す
将
来
像
を
「
人
と
自

然
が
〝
ほ
っ
と
な
〟
え
び
の
―
活
力
・
ぬ

市
も
自
治
会
加
入
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

く
も
り
・
癒
し
の
ま
ち
―
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自

治
会
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
す
。

　

法
的
な
拘
束
力
が
な
い
た
め
、
市
が
、

自
治
会
加
入
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
や

福
祉
の
問
題
、
災
害
時
の
こ
と
を
考
え
て

み
る
と
、「
地
域
の
つ
な
が
り
」
は
と
て

も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
す
。「
地

域
の
つ
な
が
り
」
を
自
治
会
加
入
促
進
と

と
ら
え
、
区
長
会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

自
治
会
加
入
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
転
入
さ
れ
た
方
々
に
、
右
写

真
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
市
民
課
窓
口
で
配

り
、
区
・
分
区
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
区
・
分
区
の
活
動
を
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、今
後
も
、

広
報
え
び
の
で
、
自
治
会
の
活
動
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
な
た
が
住
む
地
区
の
区
長
さ
ん
や
分

区
長
さ
ん
が
分
か
ら
な
い
時
、
ま
た
、
区

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
時
は
、

市
総
務
課
行
政
広
報
係
（
☎
０
９
８
４

‐
35
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
２
・
３
１
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

えびの市に転入された方には、
区・分区加入をお願いするチラ
シを市民課窓口で配っています。

■
行
政
な
ど
か
ら
の
広
報
連
絡

■
自
主
防
災
・
互
助
活
動

■
環
境
・
美
化
活
動

■
防
犯
灯
の
設
置
・
地
域
安
全

■
各
種
団
体
の
育
成
・
協
力

■
交
通
安
全
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連
日
の
よ
う
に
、
痛
ま
し
い
事
件
や

隣
近
所
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
原
因
の
一
つ
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
の

薄
さ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

震
や
水
害
な
ど
、
い
つ
自
然
災
害
が
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
現
在
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
必
要
性
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
常
生

活
の
中
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ

ば
、
災
害
時
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
、
隣

近
所
、
地
域
と
の
連
携
が
と
れ
な
い
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
方
法
―
。

そ
の
一
つ
が
自
治
会
へ
の
加
入
、
自
治
会

活
動
へ
の
参
加
で
す
。

　

自
治
会
に
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
皆
さ

ん
、
区
・
分
区
に
加
入
し
て
親
ぼ
く
や
交

流
を
深
め
、
地
域
に
共
通
の
課
題
に
協
力

し
合
っ
て
取
り
組
み
、
自
分
自
身
の
た
め

に
も
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま

せ
ん
か
。「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
で
は

な
く
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」の
精
神
で
―
。

大
切
に
し
た
い
。

地
域
の
つ
な
が
り
―
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
元
気
に
し
よ
っ
た
？
回
覧
板
を
持
っ
て
き
た
よ
」

「
う
ん
、
元
気
に
し
ち
ょ
る
よ
。
あ
り
が
と
う
ね
」



広報えびの　1011　ebino　city　public　relations.　2008.07 広報えびの　10

脱！
メ
タ
ボ

［
特
集
２
］特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
の
概
要
の
公
表
と
健
康
診
査
の
受
診
に
つ
い
て

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
食
生
活

の
見
直
し
、
適
度
な
運
動
な
ど
で

予
防
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、

平
成
20
年
度
か
ら
、「
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
医
療
保
険
者
（
国
民
健
康

保
険
、
健
康
保
険
組
合
、
政
府
管

掌
健
康
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
）

に
、
40
歳
～
74
歳
の
被
保
険
者
・

被
扶
養
者
（
家
族
）
を
対
象
と
し

た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目

し
た
健
康
診
査
と
保
健
指
導
（
特

定
健
診
な
ど
）
の
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
人
が
、

脂
質
代
謝
異
常
（
高
脂
血
症
）、

高
血
圧
、
高
血
糖
と
い
っ
た
動
脈

硬
化
の
危
険
因
子
を
２
つ
以
上
合

わ
せ
持
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
動
脈
硬
化
の
危
険
因

子
が
重
な
る
と
、
心
筋
梗こ

う
そ
く塞
な
ど

の
心
疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
に
か
か

る
危
険
性
が
急
激
に
高
ま
り
ま

す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
注
）
が
25
以
上
ま

た
は
、
腹
囲
（
へ
そ
周
り
）
が
男

性
で
85
㎝
以
上
、
女
性
で
90
㎝
以

上
の
方
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の

可
能
性
が
高
い
状
態
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

え
び
の
市
国
民
健
康
保
険
の
保

険
者
で
あ
る
え
び
の
市
は
、
こ
の

特
定
健
診
な
ど
を
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
、
実
施
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
そ
の
概
要
を
公

表
し
ま
す
。

①
計
画
の
期
間

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
５
年
間

②
計
画
対
象
者

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
え
び
の
市

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

③
目
標

国
が
定
め
る
特
定
健
康
診
査
等
基

本
指
針
に
よ
り
、
え
び
の
市
国
民

健
康
保
険
で
は
、
医
療
保
険
者
が

設
定
す
べ
き
目
標
値
を
別
表
１

（
次
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
定
め
ま

し
た
。

①
え
び
の
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方

　

対
象
と
な
る
方
に
、
案
内
通
知

と
健
康
診
査
の
受
診
券
を
個
別
に

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
通
知
に
記

載
さ
れ
た
医
療
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、案
内
通
知
は
、

７
月
か
ら
８
月
ま
で
に
随
時
お
送

り
し
ま
す
。

②
え
び
の
市
国
民
健
康
保
険
以
外

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
健
康
診
査
と
保
健
指
導
（
特
定
健
診
な

ど
）
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
特

定
健
診
な
ど
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
市
で
は
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
計
画
の

概
要
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
健
康
診
査
の
受
診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

メタボ＝メタボリッ
クシンドローム（内
臓脂肪症候群）の略。

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

　

ム
と
は
？

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 診 断 基 準

85㎝以上男性 90㎝以上女性

腹囲（へそ周り） ▼ ▼ ▼

+
加えて次のうち２つ以上の項目に該当すればメタボリックシンドロームと診断。

■高血圧 ■脂質代謝異常 ■高血糖
最高血圧 130mmHg以上
最低血圧 85mmHg以上

中性脂肪 150mg/dl 以上
HDLコレステロール40mg/dl 未満

空腹時血糖値 110mg/dl
以上

■
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

　

の
概
要

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
保
険
者
か
ら
健
診
案
内

が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
実
施
内

容
な
ど
は
、
事
業
主
ま
た
は
健
康

保
険
の
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。保
険
者
に
つ
い
て
は
、

保
険
証
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方

　

健
診
は
９
月
か
ら
実
施
予
定
で

す
。
具
体
的
な
実
施
日
や
受
診
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
え
び

の
や
回
覧
版
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

健
康
診
査
を
受
け
た
方
全
員
に

対
し
て
、
健
診
結
果
の
お
知
ら
せ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
か
ら
、

生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
危
険
性

が
高
く
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

り
病
気
の
予
防
効
果
が
期
待
で
き

る
方
に
対
し
て
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
が
生
活
習
慣
を
見

直
す
サ
ポ
ー
ト
（
特
定
保
健
指

導
）
を
し
ま
す
。
特
定
保
健
指
導

に
は
、
特
定
健
康
診
査
の
結
果
に

応
じ
て
、
別
表
２
の
よ
う
な
動
機

付
け
支
援
と
積
極
的
支
援
が
あ
り

ま
す
。

　

え
び
の
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
で
、
保
健
指
導
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
に
案

■
健
康
診
査
の
受
診
方
法
は
？

■
特
定
保
健
指
導
と
は
？

■５年間の目標値（別表 1）
平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

特定健診の受診
率 25％ 35％ 45％ 55％ 65％
特定保健指導の
実施率 20％ 30％ 35％ 40％ 45％
メタボリックシ
ンドロームの該
当者・予備群の
減少率

10％

※平成 24 年度の「メタボリックシンドロームの該当者・予備群の減少率」とは、平成 20 年度に対する減少率です。

■動機付け支援と積極的支援（別表２）
対象者 保健指導の内容

動機付け支援
生活習慣の改善のきっか
けが必要な方

生活習慣の改善のための目標設定を支
援します。（20～ 30 分の面談、１回
のみ）

積極的支援 継続して生活習慣の改善
が必要な方

本人が生活習慣の改善を継続して行動
できるように６か月間支援します。

内
状
と
利
用
券
を
お
送
り
し
ま
す

（
８
月
か
ら
送
付
予
定
）。

　

生
活
習
慣
病
を
原
因
と
す
る
死

亡
は
、
死
亡
者
全
体
の
約
３
分
の

１
に
も
上
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
は
、
一
人
一
人

が
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
、

適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
自
分
の

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
健
康
診
査
を
受
け
て
、
自
分

自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
保
険
課
市
民
健
康
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
２
・
２
８
４
）

（注）BMI の計算方法
BMI ＝［体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）］

例：身長171.5㎝体重65.5㎏のAさんの場合のBMIは　
65.5 ÷ 1.715 ÷ 1.715 ＝ 22.26

脱！
メ
タ
ボ

適度な運動と
バランスのよい食事を
心がけましょう！

Metabolic　Syndrome
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

新しい教育長に就任した萩原和範さん。

新しい教育長に萩原和範さん

一人一人が輝く施策を
イチゴ、竹の子、麦を新たな特産品に

新たな特産品づくりを目指す

■お問い合わせ先
市教育委員会学校教育課（内線 412）

■お問い合わせ先
市畜産農林課農産園芸係・林務係（内線 226・229）

えびの駐屯地存続期成同盟会設立総会・決起大会

えびの駐屯地の存続に向けて
住み慣れた地域でいつまでも自分らしく

介護予防健診のお知らせ

広報えびの　1213　ebino　city　public　relations.　2008.07

　

え
び
の
の
特
産
品
と
し
て
、
第

一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
「
え
び
の

産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」。
こ
の
米
に
続

く
第
二
の
特
産
品
と
し
て
、「
イ

チ
ゴ
」を
売
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
か
ら
、
市
と
Ｊ
Ａ
、
生
産
者

が
一
体
と
な
っ
て
、
高
品
質
、
高

生
産
の
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
チ
ゴ
の
ほ
か
、
竹
の
子
、

麦
の
生
産
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

イ
チ
ゴ
・
・
・
市
内
で
は
、
51
戸

の
農
家
が
７
㌶
の
イ
チ
ゴ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
栽
培
農

家
、
栽
培
面
積
と
も
に
減
少
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
が
、
イ
チ
ゴ

は
え
び
の
の
土
地
や
気
候
に
適
し

た
品
目
と
し
て
、
さ
ら
な
る
生
産

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

竹
の
子
・
・
・
市
内
に
は
約
４
０

０
㌶
の
竹
林
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

竹
林
を
活
用
す
る
た
め
、
竹
の
伐

採
、
集
積
な
ど
を
行
い
整
備
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
竹
製
品
や
竹
の

子
が
特
産
品
と
な
る
こ
と
も
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
竹
の
伐

採
に
つ
い
て
の
補
助
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
市
畜
産
農
林
課
林

務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

麦
・
・
・
え
び
の
は
、
裏
作
と
な

る
作
物
が
少
な
い
た
め
、
冬
に
な

る
と
未
作
付
の
農
地
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
市
で
は
、
酒
造
会
社
と

の
契
約
に
よ
る
麦
の
栽
培
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
産
は
、

約
８
㌶
作
付
け
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
栽
培
面
積
を
増
や
し
て
い
く

予
定
で
す
。
作
付
け
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
市
畜
産
農
林
課
農
産
園

芸
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

７
月
４
日
、
え
び
の
市
の
第
13

代
教
育
長
に
、
萩
原
和
範
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
１
期
４
年
に

わ
た
り
教
育
長
を
務
め
ら
れ
た
、

上
野
兼
寛
さ
ん
の
後
任
と
し
て
就

任
さ
れ
た
も
の
で
す
。
任
期
は
平

成
20
年
７
月
４
日
か
ら
平
成
24
年

７
月
３
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

萩
原
和
範
さ
ん
は
、
昭
和
26
年

１
月
25
日
生
ま
れ
の
57
歳
。
え
び

の
市
大
字
坂
元
の
ご
出
身
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
加
久
藤
小
学
校
校
長

や
、
飯
野
小
学
校
校
長
、
南
那
珂

教
育
事
務
所
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

教
育
長
の
就
任
に
あ
た
り
、
萩

原
和
範
さ
ん
は
「
子
ど
も
だ
け
で

は
な
く
、
大
人
も
含
め
て
一
人
一

人
が
輝
く
施
策
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
家

庭
で
の
教
育
、
地
域
で
の
教
育
に

も
力
を
注
い
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
最
終
的
に
は
、
生
涯
学
習

推
進
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
３
日
で
教
育
長
を

退
任
さ
れ
た
上
野
兼
寛
さ
ん
は
、

「
４
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。
小
・
中
・
高
一
貫
教

育
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
協
力
の

も
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
計
画
ど
お
り

進
め
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
市

民
と
な
り
ま
す
が
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ま
た
、

え
び
の
市
の
た
め
に
、
で
き
る
限

り
の
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■お問い合わせ先
市企画政策課政策係（内線 321・322）

■お問い合わせ先
市健康保険課介護保険室（内線 278）

　

年
と
と
も
に
表
れ
る
「
老
化
」

は
あ
る
程
度
仕
方
が
な
い
こ
と
で

す
が
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
体

は
弱
く
な
り
、
生
活
に
支
障
が
出

た
り
、
趣
味
を
楽
し
め
な
く
な
っ

た
り
と
、
生
活
の
質
が
低
下
し
ま

す
。
日
常
生
活
に
お
け
る
障
害
や

老
化
の
サ
イ
ン
を
早
め
に
見
つ

け
、
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
介

護
予
防
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

◎
介
護
予
防
健
診
と
は
▼
心
や
体

の
動
き
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生

活
を
送
る
機
能
（
生
活
機
能
）
が

低
下
し
て
い
な
い
か
を
調
べ
る
の

が
「
介
護
予
防
健
診
」
で
す
。

　

高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
で
は
、

心
身
の
機
能
を
落
と
さ
な
い
こ
と

が
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
と
も
に

重
要
で
す
。
介
護
予
防
健
診
の
結

果
で
、
生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら

れ
る
方
に
は
、
介
護
予
防
事
業
に

よ
る
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
方
▼
65
歳
以
上
の

方
で
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介

護
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
。

◎
受
診
で
き
る
期
間
▼
平
成
20
年

７
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
。

◎
実
施
医
療
機
関
▼
え
び
の
共
立

病
院
、
え
び
の
整
形
外
科
医
院
、

京
町
共
立
病
院
、
若
葉
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
丹
医
院
、
え
び
の
第
一
病
院
、

え
び
の
セ
ン
ト
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

前
田
医
院
、
渡
辺
医
院
、
え
び
の

市
立
病
院
、
迫
田
内
科

◎
受
診
料
▼
無
料

◎
受
診
に
必
要
な
物
▼
介
護
保
険

証
と
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
（
受
診
券
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
「
陸
上
自
衛
隊
第
24
普
通
科
連

隊
・
え
び
の
駐
屯
地
存
続
期
成
同

盟
会
設
立
総
会
・
決
起
大
会
」
が
、

７
月
９
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
同
盟
会
は
、

新
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
基
づ

く
自
衛
隊
の
整
理
統
合
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
第
24
普
通

科
連
隊
と
え
び
の
駐
屯
地
の
縮
小

廃
止
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

同
連
隊
の
縮
小
回
避
、
増
員
・
増

強
を
図
り
、
え
び
の
駐
屯
地
の
存

続
お
よ
び
地
域
の
安
心
の
確
保
と

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
宮
﨑

道
公
え
び
の
市
長
、
髙
牟
礼
宏
邦

市
議
会
議
長
、
岡
村
勝
繁
自
衛
隊

後
援
会
会
長
を
発
起
人
と
し
て
、

小
林
市
、
高
原
町
、
野
尻
町
、
鹿

児
島
県
湧
水
町
の
首
長
、
議
会
議

長
、
各
種
団
体
の
賛
同
を
得
て
、

西
諸
各
市
町
と
湧
水
町
の
２
市
３

町
で
存
続
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
、
宮
﨑
市
長
は
、

「
え
び
の
駐
屯
地
が
で
き
て
27
年

に
な
り
ま
す
。
豪
雨
災
害
等
で
の

自
衛
隊
の
活
躍
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
え
び
の
駐

屯
地
が
危
機
的
状
況
で
す
。
え
び

の
市
だ
け
で
は
な
く
、
西
諸
、
湧

水
町
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
存
続
運
動
を
展
開
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ

い
さ
つ
。
参
加
者
全
員
で
第
24
普

通
科
連
隊
・
え
び
の
駐
屯
地
の
存

続
に
向
け
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で

団
結
を
固
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
他
市
町
で
も
署
名
活
動

や
要
望
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市長もイチゴ農家の方にお話を聞きました。えびの駐屯地の存続に向けて団結を固めました。介護予防健診を受けましょう。
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◎今月の一品

goya-chanplu

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

広報えびの　1415　ebino　city　public　relations.　2008.07

えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
え
び
の

フェスティバルには園児から大
人までの 10 団体が出演。磨き
上げられた技が披露されます。

15　ebino　city　public　relations.　2008.07

磨
き
上
げ
ら
れ
た
撥ば

ち

さ
ば
き
。

そ
の
太
鼓
の
音
は

夏
の
え
び
の
の
夜
空
に
、

そ
し
て
人
の
胸
に
響
き
わ
た
る
。

●　
写
真
／
昨
年
行
わ
れ
た
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
霧
島
九
面
太
鼓
の
演
奏
）。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、え
び
の
産
の
「
に

が
う
り
」
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
ゴ
ー

ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
で
す
。「
に
が
う
り
」
は
、

き
ゅ
う
り
と
同
じ
仲
間
の
ウ
リ
科
の
植
物

で
、沖
縄
で
は
ゴ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

え
び
の
市
で
も
年
間
約
40
ト
ン
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
ゴ
ー
ヤ
を
使
っ
た
料
理「
ゴ
ー

ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
も
沖
縄
の
料
理
で
す
。

　
「
に
が
う
り
」
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く

含
ん
で
お
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
美
容
、
疲
労
回
復
、

レ シ ピ

ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
に
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
に
が
う
り
に
含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
は
、
火
を
通
し
て
も
壊
れ
に
く
く
、
油
と

の
相
性
も
い
い
の
で
、
炒
め
物
に
大
変
お
す

す
め
で
す
。

　

に
が
う
り
の
一
番
の
特
徴
は
、
何
と
言
っ

て
も
独
特
の
苦
み
。
こ
の
苦
み
成
分
は
、
食

欲
を
増
進
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
夏
バ

テ
や
食
欲
の
な
い
と
き
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

ま
た
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス
す
る
こ
と
で
、
苦
味

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

7月26日（土）午後６時～
（会場：国際交流センター野外ステージ）

え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

迫
田
昭
子
さ
ん

r e c i p e

【材料（４人分）】
豚バラ薄切り肉・・・・・・・・120 ㌘
にがうり（ゴーヤ）・・・・・・・中１本
木綿豆腐・・・・・・・・１丁（300 ㌘）
卵・・・・・・・・・・・・・・・２個
薄口醤油・・・・・・・・大さじ１・1/2
かつおぶし・・・・・・１パック（３㌘）
塩・・・・・・・・・・・・小さじ 1/2
こしょう・・・・・・・・・・・・少々
サラダ油・・・・・・・・・・大さじ１
七味唐辛子・・・・・・・・・・好みで

【作り方】
❶ゴーヤは縦半分に切り、スプーンで中
の種とワタの部分を除く。３～４㍉の厚
さに切り、塩を振りよくもんでおく。水
に入れて 10 分おき、よく洗い水気を切
る。❷豆腐は重石をしてしっかりと水切
りをする。❸フライパンに油を熱し、豚
肉を炒め、ゴーヤ、豆腐をちぎりながら
入れて炒める。塩、こしょう、醤油で調
味し、溶き卵を加えて軽く炒める。器に
盛り、かつお節をたっぷりとかける。
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vol.40◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば れ 自 会治

「多くの市民の皆さんのご利用をお待ちしています」と松窪さん。

「

◎
国
際
交
流
員
レ
ポ
ー
ト

From　a　different　land… 異国から来たボクは…

Hello!!
My　name
is　Craig!

外国の良さが伝わるように楽しくやっ
ています。また、私も子どもたちから
私の知らない日本の文化を教えてもら
いました。また、高齢者の皆さんとも
交流ができました。各地域の公民館で、
高齢者の皆さんと会話をしたりゲーム
をしたりしました。おもしろくて温も
りのある元気な高齢者の皆さんと会え
て嬉しかったです。
　英語で「Time　flies　when　you're　having
fun」ということわざがあります。「楽
しい時は時間が早く過ぎ去る」という
意味です。本当にえびのに着いたのは、
昨日だったかのようです。最初から最
後まで支えてくださる人がいるからこ
そ、この仕事ができました。最後の料
理教室などもがんばりたいと思います。
えびの市の皆様、心の底からありがと
うございました。また会う日まで。

あっという間に・・・

Craig　Smith

えびの市国際交流員
クレッグ・スミスさん

小学生と高齢者、ボランティアの皆さんが一緒に料理や工作を楽しみました。

　
『
協
力
し
合
い
安
心
安
全
で
住

み
よ
い
松
原
区
を
築
こ
う
』。
こ

れ
が
私
た
ち
の
数
年
来
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
。
こ
れ
を
達
成
す
る
た

め
に
、
現
在
、
次
の
３
点
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

①
ユ
ニ
ッ
ト
制
の
定
着
・
・
・
松

原
地
区
も
超
高
齢
化
社
会
で
す
。

お
隣
同
士
が
「
静
か
に
、
そ
れ
と

な
く
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
」
お
互

い
を
気
遣
う
こ
の
制
度
は
、
日
常

あ
る
い
は
非
常
時
の
安
心
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
中
心
と
な
る
も

Ryuu ta r ou　Ninomiya

松原自治公民館長
二宮隆太郎さん

自らの手で築こう！
安心安全の松原を

の
で
す
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
ま
だ
定
着
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
急
が
ず
確
実
に
定

着
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

②
防
災
防
犯
意
識
の
高
揚
・
・
・

天
災
や
犯
罪
に
い
つ
遭
遇
す
る
か

分
か
ら
な
い
昨
今
、
自
ら
防
災
防

犯
に
つ
い
て
の
備
え
が
必
要
と
の

考
え
か
ら
「
松
原
区　

防
災
防
犯

の
し
お
り
」
を
作
成
し
、
全
戸
に

配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

昨
年
は
分
区
ご
と
に
座
学
研
修
を

終
了
。
今
年
度
は
実
地
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

③
協
調
意
識
の
醸
成
・
・
・
助
け

合
い
協
力
す
る
気
持
ち
を
高
め
る

こ
と
は
、
安
心
安
全
の
地
域
力
を

高
め
る
こ
と
で
す
。
多
種
多
様
な

区
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
区
全
体
の
協
調
意
識
を
醸
成

し
ま
す
。

　

活
力
あ
る
地
域
と
は
い
か
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
穏
で
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
地
域
づ
く
り

は
で
き
る
と
確
信
し
ま
す
。

（松原自治公民館）

世代間交流の様子。

えびのに来る前は、東京より南に行っ
たことはありませんでした。南を

考えると、暑そうなイメージがありま
したが、景色がこんなにきれいだなん
て思いませんでした。えびのに着いた
日のことをよく覚えています。
　あの日からいろいろな仕事をしてき
ました。国際交流センターでの英会話
やイベントなど、多くの人と交流する
ことができました。時には、他市町の
交流員に誘われ、市外で活動したこと
もありました。本当にこの地域の人た
ちをよく知るようになったと思います。
　学校訪問のおかげで、子どもたちと
も交流ができました。最近でも、夜に
行われる家庭教育学級で、アメリカの
ゲームや英語の歌を教えて、少しでも

◎最終回
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松窪ミツエさん

も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し

い
図
書
館
が
え
び
の
に
は
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、
え
び
の
市
民
図
書
館

長
を
務
め
る
松
窪
ミ
ツ
エ
さ
ん

（
今
西
区
）
で
す
。

　

え
び
の
市
民
図
書
館
の
管
理
・

運
営
は
、
今
年
の
４
月
１
日
か

ら
、
指
定
管
理
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
び

の（
津
曲
加
津
子
理
事
長
）が
行
っ

て
お
り
、
現
在
、
10
人
の
ス
タ
ッ

フ
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
蔵
書
数
は
、
１
２
４
，

４
４
８
冊
（
内
児
童
書
３
４
，
８

２
３
冊
）
で
、
こ
れ
は
、
県
内
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

主
な
業
務
は
、
地
区
の
公
民
館

を
回
る
「
お
で
か
け
図
書
館
」
や

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
子
ど
も
の
心

の
悩
み
相
談
室
や
、
小
さ
い
時
か

ら
金
銭
感
覚
を
身
に
付
け
て
も
ら

う
た
め
の「
子
ど
も
マ
ネ
ー
教
室
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
共
働
事
業
で
あ
る
「
お

で
か
け
図
書
館
」
は
、
高
齢
者
の

Mitue　Matukubo

皆
さ
ん
に
大
変
好
評
で
す
。

　

活
字
離
れ
、
読
書
離
れ
が
よ
く

言
わ
れ
て
い
ま
す
。松
窪
さ
ん
は
、

「
読
書
は
、
心
を
豊
か
に
し
、
想

像
力
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
相
手

を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る
人
づ

く
り
、
皆
と
調
和
で
き
る
人
づ
く

り
に
役
立
ち
ま
す
」
と
読
書
の
魅

力
を
話
し
、
図
書
館
の
利
用
者
を

図書館をだれでも気軽に集える
癒しの空間となるように

昨
年
の
倍
以
上
に
増
や
し
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

業
務
に
対
す
る
意
気
込
み
に
、
市

民
の
方
か
ら
き
れ
い
な
花
が
贈
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
は
と
っ
て
も
元

気
が
あ
り
活
気
が
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
、
ど
ん
ど
ん
市
民

図
書
館
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

まつくぼ・みつえ／ 59 歳／今西区／
27 年間保育士として勤務後、民生委員
も務め、平成 20 年４月１日からえびの
市民図書館長に就任。趣味は家庭菜園。

Mitue　Matukubo
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第
62
回
み
や
ざ
き
県
民
総
合
ス
ポ
ー

ツ
祭
の
相
撲
一
般
一
部
（
無
差
別
）
団

体
の
部
で
、
え
び
の
市
が
昨
年
に
引
き

続
き
優
勝
し
、２
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

相
撲
は
６
月
15
日
に
、
宮
崎
県
武
道

館
で
行
わ
れ
、
団
体
戦
に
は
５
チ
ー
ム

が
出
場
。
先
鋒
を
和
田
善
広
さ
ん
、
中

堅
を
稲
村
豊
さ
ん
、
大
将
を
飯
島
健
六

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
総
当
た
り
戦
で

行
わ
れ
、
見
事
、
全
勝
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

稲
村
さ
ん
は
、「
今
年
は
応
援
も
多

く
、
負
け
ら
れ
な
い
な
と
気
合
い
が
入

り
ま
し
た
。
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
優
勝
を
目
指

し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

真
幸
棚
田
の
田
植
え
交
流
会
が
、
６

月
29
日
、真
幸
棚
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
市
内
外
か
ら
親
子
連
れ
な

ど
約
70
人
が
参
加
。
宮
崎
市
や
鹿
児
島

市
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
植
え
た
の
は
、
熊
本
藤
雄
さ

ん
（
西
内
竪
区
）
が
所
有
す
る
棚
田
10

㌃
。
参
加
者
は
、
田
ん
ぼ
の
脇
に
鎮
座

す
る
田
の
神
さ
あ
に
豊
作
を
祈
願
し
た

後
、
地
元
農
家
の
皆
さ
ん
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
な
が
ら
苗
を
１
本
ず
つ
丁
寧
に

植
え
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
子
ど
も
た

ち
も
多
く
参
加
し
、
全
身
泥
だ
ら
け
に

な
っ
て
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
同
地
で
稲
刈
り
交
流
会

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
、
市
民
図
書
館
と
歴

史
民
俗
資
料
館
に
、
七
夕
飾
り
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、市
民
図
書
館
が
、

四
季
の
行
事
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と

飾
っ
た
も
の
で
す
。

　

図
書
館
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
短
冊

と
ペ
ン
が
用
意
さ
れ
、
訪
れ
た
市
民
の

皆
さ
ん
は
、「
家
族
が
み
ん
な
健
康
で

仲
良
く
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
」、「
水
泳

が
少
し
で
も
早
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」

な
ど
と
、
思
い
思
い
の
願
い
ご
と
を
短

冊
に
書
い
て
飾
っ
て
い
ま
し
た
。

　

短
冊
を
飾
っ
た
来
館
者
は
、「
と
て

も
季
節
を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ

を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

真幸棚田で行われた田植え交流会。

左から和田さん、稲村さん、飯島さん。

願いごとを書いた短冊を飾る来館者。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
啓
発
活

動
が
、
７
月
７
日
、
市
内
各
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
い
う
も
の
で
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、今
年
で
58
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

活
動
に
は
、
保
護
司
会
や
更
生
保
護

婦
人
会
、
学
校
関
係
者
な
ど
、
約
70
人

が
参
加
。
の
ぼ
り
を
立
て
た
軽
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
で
、
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
た
ほ

か
、
ス
ー
パ
ー
で
う
ち
わ
や
チ
ラ
シ
を

配
っ
て
、
運
動
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
ま
た
、
各
駅
に
は
、
市
内
小

中
学
生
の
夢
な
ど
が
書
か
れ
た
七
夕
飾

り
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

青
色
回
転
灯
装
備
車
発
隊
式
が
、
７

月
５
日
、
飯
野
駅
前
地
区
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
え
び
の
警
察

署
地
域
安
全
対
策
協
議
会
が
、
子
ど
も

た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
「
え
び

の
市
青
パ
ト
隊
」
と
し
て
発
足
さ
せ
た

も
の
で
す
。
隊
員
14
人
の
う
ち
、
５
台

の
自
家
用
車
を
青
パ
ト
と
し
て
登
録

し
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
に
市
内

を
巡
回
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
犯
罪
抑

止
の
た
め
に
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

隊
長
を
務
め
る
拂
山
輝
男
さ
ん
は

「
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
、
ま
た
、

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
事
件
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市役所で行われたパレードの出発式。

青色回転灯装備車発隊式。加久藤、真幸でも導入予定です。

　

飯
野
中
学
校
３
年
生
の
生
徒
た
ち
77

人
が
、
７
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３

日
間
、
市
内
と
小
林
市
の
事
業
所
等

（
49
か
所
）
で
職
場
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
勤
労
の
尊
さ
と
喜

び
を
感
じ
て
も
ら
い
、
職
業
に
対
す
る

自
分
の
適
性
を
見
つ
め
さ
せ
る
た
め
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
民
図
書
館
で
は
、
山
内
里
枝
さ
ん

と
森
永
優
花
さ
ん
が
仕
事
を
体
験
。
３

日
間
、
本
の
整
理
を
し
た
り
、
カ
ウ
ン

タ
ー
で
接
客
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

山
内
さ
ん
は
「
利
用
者
が
本
を
探
し

や
す
い
よ
う
に
整
理
す
る
な
ど
、
と
て

も
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

職員と修理が必要な本はないかを調べる山内さん。

　
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
え

び
の
」
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男女共同参画フォーラム in えびの。
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■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所☎ 0984‐35‐1111

【申込期限】平成 20 年８月 20 日
（水）
※全コース５人未満の場合は実施
できません。
※詳しい日程や内容、申込方法等
は下記にお問い合わせください。
■お問い合わせ先
小林高等職業訓練校
☎ 0984‐23‐6800

　霧島市では、下記のとおり「第
５回霧島美術展」を開催します。

【会期】平成 20 年９月 18 日（木）
～９月 26 日（金）

【会場】国分シビックセンター１
階市民ギャラリー

【部門】自由部門とテーマ部門の
うち、えびの市民の皆さんはテー
マ部門のみ応募できます。

【搬入】◎直接搬入：平成 20 年
９月５日（金）午前９時 30 分～
午後４時、９月６日（土）午前９
時～正午◎指定店搬入：平成 20
年９月４日（木）まで　※搬入
の際に、規定の申込書と出品料を
添えてください。

【搬入先】隼人農村環境改善セン
ター（☎ 0995‐42‐1111）

【出品料】１点につき 2,000 円（た
だし高校生は無料）
※出品規定など、詳しいことは下
記にお問い合わせください。
■お問い合わせ先
第５回霧島美術展実行委員会事務
局　☎ 0995‐42‐1111

　宮崎県人事委員会では、宮崎県
職員採用試験（短期大学卒業程度・
高等学校卒業程度）、宮崎県看護
師採用試験、宮崎県診療放射線技
師採用試験、警察官Ｂ（男性）採
用共同試験、宮崎県警察官Ｂ（女

性）採用試験を、下記のとおり実
施します。

【試験案内配布先】宮崎県人事委
員会事務局、宮崎県総務部人事課、
県民室、県立図書館、宮崎市立図
書館、小林県税・総務事務所、各
警察署・交番・駐在所・県立病院
※宮崎県ホームページから宮崎県
職員採用案内にアクセスし、イン
ターネットによる申し込みも可能
です。〈宮崎県ホームページ：htt
p://www.pref.miyazaki.lg.jp/〉

【受付期間】平成 20 年８月 11 日
（月）～８月 29 日（金）
［インターネットによる受験申込
受付期間］平成 20 年８月 11 日

（月）～８月 22 日（金）
※詳しいことは、下記にお問い合
わせください。
■お問い合わせ先
宮崎県人事委員会事務局
☎ 0985‐26‐7259

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地
域事務所では、下記のとおり、自
衛官等を募集します。

◎防衛医科大学校および防衛大学
校学生

【資格】高卒（見込含）18 歳以上
21 歳未満の方

【受付期間】平成 20 年９月８日
（月）～９月 30 日（火）
◎看護学生

【資格】高卒（見込含）18 歳以上
24 歳未満の方

【受付期間】平成 20 年９月８日
（月）～９月 30 日（火）
■お問い合わせ先
自衛隊宮崎地方協力本部小林地域
事務所
☎ 0984‐22‐5254

　家庭児童相談室では、子どもに
関する悩みに相談員が親身になっ
て応じています。ちょっとした心
配ごとでも、一人で悩まずに相談
室をご利用ください。秘密は固く
守られます。

【相談内容】子どもの教育、親子
関係、言葉の遅れ、性格行動、不

登校、しつけ、虐待など。
【受付時間】月曜日～金曜日（祝
日を除く）の午前９時～午後４時
まで
■お問い合わせ先
市福祉事務所家庭相談室
（内線 264）

　ＮＰＯこばやしでは、宮崎県出
身の音大生・音大卒業生によるチ
ャリティーコンサート「Classic
の夕べ」を開催します。

【開催日時】平成 20 年８月 12 日
（火）　開場：午後６時　開演：午
後６時 30 分～午後８時 30 分

【会場】小林市文化会館小ホール
【入場チケット料金】500 円（全
席自由）

【入場チケット取扱店】西村楽器
店・ギャラリー円山・井戸端会館
宝くじ販売店
■お問い合わせ先
Classic の夕べ実行委員会
☎ 090‐1515‐8334（榎田）

防火管理者講習会（甲種）の開催

６月の活動状況 火災 2件 年計 12 件
［えびの消防署管内］ 救急 47 件 年計 351 件

　消防法第８条で、学校・病院・工場・事業場・興行場・百貨店・
複合用途防火対象物その他多数の者が出入し、勤務し、又は居
住する防火対象物で、消防法施行令で定めるものの管理につい
て権限を有する者は、消防法施行令で定める資格を有する者の
うちから防火管理者を定めなければならない、とあります。
　そこで、防火管理者講習会（甲種）を下記のとおり開催しま
すのでお知らせします。
【開催日時】
◎新規講習　１日目：９月 11 日（木）午前９時～午後４時
　　　　　　２日目：９月 12 日（金）午前９時～午後４時
◎再講習　　１日のみ：９月 11 日（木）午前９時～正午
【会場】西諸広域消防本部（小林市）
【申込期間】平成 20 年８月１日（金）～８月 18 日（月）
※会場の都合により、定員 60 人で締め切ることがあります。
【お問い合わせ先】西諸広域消防本部予防課（☎ 23‐5537）

６月の交通事故 人身 11件 年計 35 件
　発生状況 物件 21件 年計 143 件

　６月１日から、75 歳以上の高齢者が普通自動車を
運転する時、車の前後に高齢運転者標識を付けなけ
ればならないという法律が施行されました。
　この普通自動車とは、道路交通法で規定する普通
自動車で、この中に軽四輪乗用車や軽四輪貨物自動
車も入ります。ですから、75 歳以上の方が、普通乗
用自動車、普通貨物自動車、軽四輪乗用自動車、軽
四輪貨物自動車を運転する場合は、必ず、高齢運転
者標識を付けてください。
　ただし、自動二輪車、原動機付自転車、小型特殊
車等の車は付ける必要はありません。
「交通安全　ゆずる優しさ　待つゆとり」

高齢運転者標識の義務化ついて

　昭和 20 年８月、広島と長崎に
原子爆弾が投下され、被爆 63 年
となりました。約 20 万人もの尊
い命が一瞬に奪われ、家族や友人
を亡くし、生き延びた人々も現在
もなお被爆という苦しみを背負っ
ています。
　市では、今年も広島と長崎に原
爆が投下された８月６日の午前８
時 15 分と８月９日の午前 11 時
２分、終戦の日の８月 15 日の正
午に、犠牲者の追悼と平和を願い
サイレンを吹鳴します。世界恒久
平和を祈念するために、市民の皆
さんのご理解とご協力をお願いし
ます。
■お問い合わせ先
市福祉事務所福祉係
（内線 268）

　来春中学・高校卒業予定者の求
人受付が始まっています。卒業予
定者には、地元就職希望者も多く、
その実現のためには、地元企業か
ら早期に求人を出していただくこ
とが重要となります。
　現在ハローワークでは、求人提
出に必要な求人票等の関係資料を
窓口で配布しています。この機会
にぜひ、ハローワークでご相談く
ださい。
■お問い合わせ先
小林公共職業安定所（ハローワー
ク小林）　☎ 0984‐23‐2171

　市では、「第 17 回公民館対抗
カラオケフェスティバル」を開催
します。つきましては、同フェス
ティバルの出演者を下記のとおり
募集します。

【開催日時】平成 20 年９月 27 日
（土）午後６時 30 分～
【会場】文化センター
【内容】飯野・上江・加久藤・真
幸の４つの地区公民館から５人ず
つ計 20 人が出演し、カラオケで
競う地区対抗歌合戦。

【表彰】地区公民館（団体）と個
人を表彰します。優勝、準優勝、
３位、特別賞に、それぞれ賞状と
記念品を贈呈します。また、出演
者全員に記念品を贈呈します。

【申込方法】平成 20 年８月 29 日
（金）までに各自治公民館長に申
し込んでください。

【その他】①出演時間は、１曲の
２番を歌い終わるまでとします。
②本番で使用するカラオケ用テー
プは各自で準備し、リハーサル時
に必ず持参してください。※歌
詞は大きく書いたものを舞台前に
置くことができます。
■お問い合わせ先
市社会教育課（文化センター内）
☎ 0984‐35‐2268

　小林高等職業訓練校では、９月
からパソコン教室（有料）を開催
します。

【内容】①ワード・エクセル講座（夜
12 回コース）　午後 6 時 30 ～午
後９時　合計 30 時間
②パソコン・デジカメ初級講座（昼
８回コース）　合計 32 時間

【料金】全コース 39,000 円（テ
キスト代含）

戦争の犠牲者の追悼と
世界恒久平和のために
サイレンを吹鳴します

・募　　集・
熱戦！公民館対抗の歌
合戦に出演しませんか

カラオケフェスティバル出演者募集

・相　　談・

宮崎県職員採用試
験等を実施します
宮崎県職員採用試験の案内

・お知らせ・

子どもに関する相
談に応じています

家庭児童相談室をご利用ください

自衛官等を目指
している方々へ
自衛官等募集の案内

・採用試験・

パソコン教室に参
加してみませんか
パソコン教室受講生募集

宮崎出身の音大生・音大卒
業生によるコンサートです

「Classic の夕べ」開催

・イベント・

新規学卒者の求人
はハローワークへ

中学・高校卒業予定者の求人受付

霧島の風景や神話等をテー
マにした作品を募集します

「第５回霧島美術展」作品募集
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

く ら し の メ モ

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

毎日毎日疲れることはたくさんあります。目・肩・
腰・胃・神経・心・・・と疲れるところもさ

まざまです。心身が疲れたら、まず、寝ることが一
番です。しかし、忙しくて夜遅くまで活動している
と、自律神経が活動モードから休息モードにうまく
切り替わらず、寝つきが悪かったり睡眠が浅かった
りします。それでは疲れはとれず、毎日、少しずつ
たまる一方です。そこで元気（スタミナ）をつけよ
うと、高エネルギー食をとると、胃腸に負担がかか
り内臓が疲れます。
　このようにして肉体の疲れ→内臓の疲れ→自律神
経の疲れ→精神的な疲れと、慢性疲労になってし
まったら、生活習慣全般を見直す必要があります。
　ちょっとした疲れのうちに心と体をほぐす７つの
方法を紹介しますので試してみてください。ほかに
もマッサージやアロマテラピーなどありますが、自
分なりのリラックス法を見つけましょう
①目が疲れたら遠くの景色を眺めましょう・・・遠
くを見る時は目の筋肉が緩み、目にとって一番負担

がかからない状態です。
②首や肩が疲れたら姿勢のゆがみを直しましょう：
体にとって正しい姿勢でいる時が一番負担のかから
ない状態です。
③足・腰が疲れたら簡単なストレッチをしましょう：
足や腰周りの筋肉がほぐれて血行が促進されます。
足・腰を回すストレッチがおすすめです。
④頭が疲れたら深呼吸をしてみましょう：外に出て
ゆっくり深呼吸をすると気持ちがスーッと落ち着き
ます。
⑤心が疲れたらゆっくりお風呂に入りましょう：明
かりを消して入ると心身のリラックス効果がさらに
アップします。
⑥内臓が疲れたら胃腸を休めましょう：腹６分目く
らいに抑え、ゆっくりよく噛んで食べましょう。手
作り野菜ジュースもおすすめです。
⑦時間に追われてせわしない時は普段よりゆっくり
行動してみましょう：心にゆとりが生まれ、今まで
見えなかったことが見えてくるはずです。

気に笑
って

健康
え び の

「ひだまり」

宮崎日日新聞の「茶の間」欄に掲載され
たエッセーが一冊の本になりました。

日常生活のひとコマひとコマが、ありのま
ま思いのままに綴られています。年齢を問
わず、215 の文中にたくさんの思いや気持
ちが綴ってあるので、読んでいてとてもや
さしい気持ちにしてくれる一冊です。

（宮崎日日新聞社）
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今回、市民図書館での取材が何度かありました。図書館
のスタッフの皆さんは本当に元気があるというか、パ

ワーがあるというか・・・。皆さんのパワーに圧倒されました。
もともと私は読書が苦手だったのですが、最近、少しずつ
ではありますが、本を読むようになりました。本を読んで
いると、その世界に入り込んでしまい、嫌なことがあって
も忘れさせてくれます。また、充実感を味わうことができ
ます。私にとって市民図書館は思い出というか記念の場所。
何の記念か知りたい方は、ぜひ、市民図書館に行って、スタッ
フの方に聞いてみてください。今、図書館がアツイ！（楠元）

短
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詩

（
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）

平成 19 年度版「茶の間」掲載集
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今月の
納税

■山之口保健師（健康保険課）

　悪質業者は言葉巧みに近づいてきて、強引に
話を進めようとします。うまい話を持ちかけら
れても簡単に誘いに乗らず、必要ないなら「き
っぱりと断る」ということが大切です。被害に
遭わないために特に注意したい言葉です。ぜひ、
参考にしてください。
◎「ただです」・・・実際は高額な契約や不当
請求に引き込むための罠である場合があります
（情報料の不当請求など）。
◎「今日なら特別に安くします」・・・あわて
て契約しても、実際は少しも安くないと分かる
ことが多いようです。
◎「○○をプレゼント」・・・実際は高額な契
約に引き込むための罠である場合があります。
◎「点検します」・・・高額な商品を売りつけ

るための口実につなげる場合があります（点検商
法）
◎「見るだけでいいから」、「話を聞くだけでいい
から」・・・事務所や展示会等で、断りきれない
雰囲気の中、高額な契約をさせる場合があります。
◎「あなたが選ばれました」・・・実際は高額な
契約に引き込むための罠である場合があります
（当選商法）。
　もし、「悪質業者と契約してしまった」、「おか
しい」、「失敗した」と思ったら、解約できる場合
があります。一人で悩まず、すぐに宮崎県消費生
活センター（☎ 0984‐25‐0999）や、市市民課
生活環境係（☎ 0984‐35‐1111）に相談しまし
ょう。災難を逃れることができることもあります。
　　くらしのアドバイザー：山内節子さん（坂元区）

身も心もほぐす７つの方法

セールストーク「こんな言葉が危ない！」

固定資産税　　　第２期
国民健康保険税　第１期
７月 31日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／10,429人（－175人）　　　転入／ 43人
　女性／11,768人（－ 21人）　　　転出／227人
　合計／22,197人（－196人）　　　出生／ 11人
◎えびの市の世帯数　　　　　　　死亡／ 23人
　9,203 世帯（－ 179 世帯）

（平成 20年７月１日現在）
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Furusato-sanpo

の
は
、
そ
こ
が
鬼
門
で
あ
り
、
家
・
屋

敷
の
守
護
の
た
め
と
い
う
強
い
意
味
が

含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
祠
の
中
に
東
霧
島
神

社
や
霧
島
東
神
社
の
御
札
を
納
め
て
あ

る
こ
と
と
、
祠
の
大
部
分
が
霧
島
山
の

方
を
向
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

え
び
の
市
だ
け
で
は
な
く
、
県
北
を
除

く
県
下
全
域
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
え
び
の
地
震
発
生
の
翌
朝
、

テ
レ
ビ
に
家
の
庭
隅
で
、
ウ
ッ
ガ
ン
サ

ア
を
拝
ん
で
い
る
少
女
の
姿
が
映
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
あ
の
少
女
の
姿
こ
そ
、

不
安
と
恐
怖
に
お
び
え
た
古
代
の
人
々

の
姿
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

昔
は
、
農
家
の
一
隅
に
小
さ
な
祠

が
あ
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
し

た
。
え
び
の
市
史
「
屋
敷
神
信
仰
」
に

よ
る
と
、
祠
の
中
に
は
神
体
と
し
て
小

さ
な
丸
い
石
が
三
つ
ほ
ど
入
っ
て
い

て
、
祠
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
自
然
石

か
樹
木
を
神
体
と
し
て
祀
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
旧
家
筋
で
は
、
祠

の
中
に
鏡
や
霧
島
神
宮
の
御
札
を
祀
っ

て
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

氏
神
は
、
各
家
ご
と
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
本
家
に
あ
っ
て
分
家
に
は
な
い

の
が
普
通
で
、
氏
神
は
家
の
守
護
神
で

あ
り
、
農
家
の
神
で
も
あ
り
ま
す
。
氏

神
に
は
、
祠
ら
し
い
祠
も
な
く
、
一
定

の
祭
式
も
な
く
、
そ
れ
で
い
て
今
も
な

お
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
慣
行
と
し

て
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
神
の
呼
称
は
、
氏
神
か
内
神
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
旧
薩
摩
藩
領
で
は
、
内

神
と
呼
ぶ
地
方
が
極
め
て
多
い
よ
う
で

す
。
え
び
の
市
で
も
氏
神
を
ウ
ッ
ガ
ン

サ
ア
（
内
神
さ
あ
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
氏
神
と
氏
子
（
柳
田
国
男
／
著
）」
の

中
で
も
、「
内
神
と
い
う
の
は
個
々
の

家
の
神
で
あ
り
、
氏
神
の
ウ
ヂ
も
元
来

は
内
の
義
で
あ
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

氏
神
を
祀
る
位
置
は
東
北
隅
で
、
家

の
配
置
や
そ
の
他
の
事
情
で
西
北
隅
や

ほ
か
の
位
置
に
祀
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
東
北
隅
に
祀
っ
て
あ
る

現在でも大切に守り続けられている氏神さあ。

守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
氏
神
さ
あ

116

（
文
／
歴
史
民
俗
資
料
館
・
市
田
陸
奥
雄
）




